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▼市長から提案された議案と審議結果　第５回定例会（８月３０日～１０月８日）

議案番号 議　　案　　名 審議結果 付託委員会

議案第 74 号  教育委員会委員の任命について 同意 ( 全員一致 ) 付 託 省 略

議案第 75 号  公平委員会委員の選任について 同意 ( 全員一致 ) 付 託 省 略

議案第 76 号  人権擁護委員候補者の推薦について 同意 ( 全員一致 ) 付 託 省 略

議案第 77 号  日向市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 可決 ( 全員一致 ) 総 務 企 画

議案第 78 号
 日向市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する
 条例及び日向市特別職退職手当支給条例の一部を改正する
 条例

可決 ( 全員一致 ) 総 務 企 画

議案第 79 号  日向市分担金等の督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部
 を改正する条例 可決 ( 全員一致 ) 総 務 企 画

議案第 80 号  日向市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条
 例の一部を改正する条例 可決 ( 全員一致 ) 生活産業建設

議案第 81 号  日向・東郷まちづくり計画（新市建設計画）の変更について 可決 ( 全員一致 ) 総 務 企 画

議案第 82 号  財産の取得について 可決 ( 全員一致 ) 総 務 企 画

議案第 83 号  財産の取得について 可決 ( 全員一致 ) 総 務 企 画

議案第 84 号  平成 25 年度日向市一般会計補正予算（第 3 号） 可決 ( 全員一致 ) ３ 委 員 会

議案第 85 号  平成 25 年度日向市下水道事業特別会計補正予算（第 2 号） 可決 ( 全員一致 ) 生活産業建設

議案第 86 号  平成 25 年度日向市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）
 補正予算（第 1 号） 可決 ( 全員一致 ) 文 教 福 祉

議案第 88 号  平成 25 年度日向市一般会計補正予算（第 4 号） 可決 ( 全員一致 ) 特別委員会

※ ３委員会とは、総務企画、文教福祉、生活産業建設の常任委員会です。

※ 

　

平成 25 年度一般会計
　　　　　補正予算　　　　　 5,451 万円
　　　　  補正後総額　   283 億 463 万円

【主な補正内容】
　◆一般会計
  　　 ☆Ｍｇプロジェクト支援事業　　　６６０万円
　　　☆口蹄疫埋却地再生活用対策事業　８８２万円
　　　☆道路河川災害復旧事業　　　　　５３０万円
　　　☆地域支え合い体制づくり事業　　６５０万円  
　◆特別会計
　　　☆下水道事業特別会計　　　　　△９７８万円　　
　　　☆介護保険事業特別会計 　 　 １，９２７万円
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付
託
さ
れ
た
議
案
、
条
例
３
件
、
事
件

決
議
３
件
、
補
正
予
算
１
件
の
計
７
件
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
全
員

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
委
員
会
に
お
け

る
当
局
の
答
弁
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

消
防
本
部
所
管
で
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
は
平
成
15
年
以
降
指
名
競
争
入
札
で

８
台
取
得
し
て
お
り
、
う
ち
６
台
が
中
村

消
防
防
災
株
式
会
社
日
向
営
業
所
か
ら
、

残
り
２
台
を
三
輪
商
事
株
式
会
社
日
向
出

張
所
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
機
器
等
の
購
入
価
格
は
、
物

品
の
市
場
価
格
調
査
等
も
行
い
、
近
隣
消

防
本
部
と
比
較
し
て
も
安
価
で
あ
る
。

　

税
務
課
所
管
で
は
、
日
向
市
分
担
金
等

の
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
の
徴
収
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

こ
の
改
正
に
よ
る
延
滞
金
の
軽
減
は
、
10

万
円
を
11
ヶ
月
滞
納
し
た
場
合
、
現
行

１
万
２
千
５
百
円
の
延
滞
金
が
平
成
26
年

以
降
８
千
円
に
軽
減
さ
れ
る
。

　

企
画
情
報
課
所
管
で
、
日
向
・
東
郷
ま

ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計
画
）
の
変

更
に
つ
い
て
及
び
補
正
予
算
の
市
庁
舎
建

設
費
の
継
続
費
に
関
し
、
合
併
特
例
債
等

の
投
入
額
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
明
ら

か
で
な
い
こ
と
。
財
政
規
律
の
維
持
は
、

起
債
限
度
額
21
億
円
を
基
準
に
、
将
来
負

担
が
増
え
な
い
よ
う
財
政
運
営
を
考
え
て

い
く
こ
と
。

　　

９
月
定
例
会　
　

委
員
会
審
査
か
ら

　

９
月
定
例
会
初
日
に
上
程
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案
13
件
の
う
ち
、
初
日
に
議

決
さ
れ
た
人
事
案
件
３
件
を
除
く
10
件
に
つ
い
て
、９
日
間
の
議
案
熟
読
の
後
、

９
月
13
日
に
本
会
議
で
質
疑
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
審
査

を
付
託
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
内
容
を
、
委
員
長
報
告
の
中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
25
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
中
、
委
員
会
付
託
部
分

と
平
成
25
年
度
日
向
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
の

２
件
で
す
。
採
決
の
結
果
、
２
件
は
全
員

一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
査
を
踏
ま
え
次
の
点
を
委
員

会
の
意
見
と
し
て
付
記
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世
代
が

75
歳
を
迎
え
、
医
療
費
・
社
会
保
障
費
の

急
増
が
懸
念
さ
れ
る
問
題
に
対
応
で
き
る

日
向
市
と
し
て
の
高
齢
者
施
策
の
全
体
像

を
作
り
上
げ
た
上
で
、
国
・
県
の
制
度
を

活
用
し
た
各
施
策
を
計
画
的
に
実
行
さ
れ

た
い
。

　

ま
た
、
同
事
業
は
今
年
度
限
り
の
補
助

金
を
活
用
し
た
事
業
で
あ
る
が
、
次
年
度

以
降
、
日
常
的
な
支
え
合
い
活
動
の
体
制

づ
く
り
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
思

料
さ
れ
る
た
め
、
国
・
県
に
対
し
、
継
続

し
た
予
算
措
置
を
強
く
要
望
さ
れ
た
い
。

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　　

教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
本
年
９
月

30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、
赤
木

幸
子
さ
ん
（
財
光
寺
）
の
後
任
と
し
て
黒

木
知
子
さ
ん
（
平
岩
）
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

公
平
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
本
年
10
月

１
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、
山
元

和
子
さ
ん
（
中
堀
町
）
の
後
任
と
し
て
谷

村
美
江
さ
ん
（
美
々
津
町
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
黒
木
佐
代
子

さ
ん（
平
野
町
）が
本
年
12
月
31
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

黒
木
佐
代
子
さ
ん
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

人　

事　

案　

件

　

教
育
委
員
会
委
員
に

　
　
　
　

黒
木　

知
子
さ
ん
（
新
任
）

　
　
　
　

　

公
平
委
員
会
委
員
に

　
　
　
　

谷
村　

美
江
さ
ん
（
新
任
）

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

　
　
　
　

黒
木
佐
代
子
さ
ん
（
再
任
）
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▼請願・陳情と審議結果（継続）
請願・陳情件名 請願・陳情者 審議結果 付託委員会

請願第９号
国土調査の錯誤修正と市担当部課間の
見解の相違による矛盾の解消等を求め
る請願書

日向市大字塩見 4660 番地１
平山直雄さん

不 採 択
（全員一致） 生活産業建設

※ 請願・陳情の委員長報告について知りたい方は、議会事務局までお問い合わせください。

意 見 書 名 審議結果 送 付 先

議案第 6 号
森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関
する地方の財源確保」のための意見書

可決（全員一致）
内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、
農林水産大臣、経済産業大臣、環境大臣、
衆議院議長、参議院議長

議案第 7 号　
「地方税財源の充実確保」を求める意見書 可決（全員一致） 内閣総理大臣、財務大臣、内閣官房長官、

総務大臣、経済財政政策担当

▼委員会が提案した意見書の審議結果及び送付先

議案番号 議　　案　　名 審議結果 付託委員会

議案第 87 号  平成 24 年度日向市水道事業会計剰余金の処分及び決算 　 可 決 及 び 認 定　
( 全員一致 ) 生活産業建設

認定第１号  平成 24 年度日向市一般会計歳入歳出決算 認定 ( 賛成多数 ) ３ 委 員 会

認定第２号  平成 24 年度日向市公営住宅事業特別会計歳入歳出決算 認定 ( 全員一致 ) 生活産業建設

認定第３号  平成 24 年度日向市財光寺南土地区画整理事業特別会計　
 歳入歳出決算 認定 ( 全員一致 ) 生活産業建設

認定第４号  平成 24 年度日向市用地取得特別会計歳入歳出決算 認定 ( 全員一致 ) 生活産業建設

認定第５号  平成 24 年度日向市城山墓園事業特別会計歳入歳出決算 認定 ( 全員一致 ) 文 教 福 祉

認定第６号  平成 24 年度日向市簡易給水施設特別会計歳入歳出決算 認定 ( 全員一致 ) 生活産業建設

認定第７号  平成 24 年度日向市細島東部住環境整備事業特別会計歳入
 歳出決算 認定 ( 全員一致 ) 生活産業建設

認定第８号  平成 24 年度日向市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 認定 ( 全員一致 ) 生活産業建設

認定第９号  平成 24 年度日向市下水道事業特別会計歳入歳出決算 認定 ( 全員一致 ) 生活産業建設

認定第 10 号  平成 24 年度日向市農業集落排水事業特別会計歳入歳出
 決算 認定 ( 全員一致 ) 生活産業建設

認定第 11 号  平成 24 年度日向市国民健康保険事業特別会計歳入歳出
 決算 認定 ( 賛成多数 ) 文 教 福 祉

認定第 12 号  平成 24 年度日向市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）
 歳入歳出決算 認定 ( 賛成多数 ) 文 教 福 祉

認定第 13 号  平成 24 年度日向入郷地域介護認定審査事業特別会計歳入
 歳出決算 認定 ( 全員一致 ) 文 教 福 祉

認定第 14 号  平成 24 年度日向市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出
 決算 認定 ( 賛成多数 ) 文 教 福 祉

認定第 15 号  平成 24 年度日向市病院事業会計決算 認定 ( 全員一致 ) 文 教 福 祉

▼決算認定と審議結果

※ ３委員会とは、総務企画、文教福祉、生活産業建設の常任委員会です。

※ 
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　　　　　　　　議 員 名

　議 案 名

海
野 　

誓
生

三
樹 

喜
久
代

富
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寿
一

日
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和
広

黒
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金
喜

松
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通
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公
和

鈴
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富
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溝
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黒
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末
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木
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吉
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木　

 

高
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甲
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善
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日
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一
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坂
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英
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西
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豪
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黒
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円
治

岩
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裕

甲
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敏
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荻
原 　

紘
一

黒
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万
治

認定第 1 号
平成 24 年度日向市一般会計歳
入歳出決算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

認定第 11 号
平成 24 年度日向市国民健康保
険事業特別会計歳入歳出決算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

認定第 12 号
平成 24 年度日向市介護保険事
業特別会計（保険事業勘定） 
歳入歳出決算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

認定第 14 号
平成 24 年度日向市後期高齢者
医療事業特別会計歳入歳出決算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

▼表決結果の別れた議案（右記の決算認定と審議結果で賛成多数の議案です）　

○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。議員名は左から議席順。
※ 畝原幸裕議員は議長職のため表決権はありません。

　討論とは、採決の前に、議題となっている案件に対し、賛成か反対かの意見を表明することです。

 ((　討　論　))

　　反対

 ◆ 認定第 1 号 平成 24 年度一般会計歳入歳出決算
　党市議団の要請に応じる住宅リフォームや生活環境の整備事業等は評価。ただ、大企業や大
資産家への優遇課税や使用料・負担金・助成金は見直して多数の働く人々（労働者・中小業者・
農民・漁民）の生活を守るべきだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

 ◆ 認定第 11 号 平成 24 年度日向市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

　国保税の滞納が 5 億 623 万円、資格証明書の発行が 221 件、短期保険証の発行が 972 件となっ
ている。これは、市民に「自己責任」を求めるのでなく国が社会福祉・社会保障及び公衆衛生
の向上に努めるべきだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　【日本共産党市議団】

 ◆ 認定第 12 号 平成 24 年度日向市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算

　介護保険制度の創設より 13 年目を迎えている。介護保険料や利用料の負担を軽くするため
に国庫負担割合をただちに引き上げ、介護労働者の処遇改善を進めることが必要だ。また、要
支援 1・2 の高齢者の除外は問題だ。　　　　　　　　　    　　　　　　【日本共産党市議団】

 ◆ 認定第 14 号 平成 24 年度日向市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

　後期高齢者として対象を 75 歳以上に分けた。これは長寿を喜び、老後を安心してくらせる
ようにするのでなく、差別医療を持ち込んだ制度だけに、党市議団は当初から制度導入そのも
のに同意しない立場だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

　　反対

　　反対

　　反対

９
月
定
例
会

(

平
成
25
年
第
５
回
定
例
会)

◇
会
期

　

８
月
30
日
～
10
月
８
日

　
　
　
　
　
　
（
40
日
間
）

◇
市
長
提
出
議
案

　

人
事
案
件
・
・
・
３
件

　

条
例
・
・
・
・
・
４
件

　

事
件
決
議
・
・
・
３
件

　

補
正
予
算
・
・
・
４
件

　

議
案
及
び
認
定
・
１
件

　

決
算
認
定
・
・
・
15
件

◇
委
員
会
提
出
議
案

　

意
見
書
・
・
・
・
２
件

◇
請
願
等

　

請
願
・
・
・
・
・
１
件
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生
活
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

議
案
第
87
号
は
可
決
及
び
認
定
、
決
算

認
定
第
１
号
は
賛
成
多
数
で
認
定
、
そ
の

他
決
算
認
定
８
件
は
全
員
一
致
で
原
案
の

と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
委
員
会

と
し
て
次
の
意
見
を
付
記
し
ま
し
た
。

　

農
業
水
産
課
及
び
農
業
委
員
会
所
管
で

は
、
高
齢
化
が
進
む
農
業
分
野
に
お
い
て

実
施
し
て
い
る
後
継
者
対
策
事
業
に
つ
い

て
、
今
後
、
関
係
機
関
と
も
連
携
の
う
え
、

農
業
後
継
者
の
実
状
把
握
を
行
う
と
と
も

に
、
後
継
者
不
足
の
解
消
を
は
じ
め
、
必

要
な
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。

　

ま
た
、
農
家
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
認

定
農
業
者
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
農
業
者

に
対
す
る
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
課
所
管
で
は
、
障
が
い
者
に
対
し

て
の
市
単
独
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
大
変
評
価
で
き
る
が
、

災
害
時
要
援
護
者
登
録
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
登
録
者
が
少
な
す
ぎ
る
の
で
、
増
や

す
た
め
の
効
率
的
な
対
策
を
考
え
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

付
託
を
受
け
た
議
案
、
平
成
24
年
度
決

算
認
定
１
件
に
つ
い
て
、
２
日
間
に
わ
た

り
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
結
果
、
全
員
一

致
で
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。
最

終
日
の
委
員
長
報
告
で
は
、
審
査
概
要
と

し
て
主
に
次
の
点
を
述
べ
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
所
管
で
、
組
織
体
制
の
充
実

に
関
し
、
救
急
車
が
２
台
で
は
間
に
合
わ

な
い
現
実
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
早

急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
点
で
委

員
全
員
共
通
の
認
識
を
持
っ
た
こ
と
。

　

防
災
推
進
課
所
管
で
、
海
抜
表
示
板
は

い
ざ
と
い
う
時
全
て
の
人
に
分
か
る
よ
う

に
数
を
増
や
し
、
ま
た
分
か
り
や
す
い
場

所
に
設
置
す
る
こ
と
。

　

職
員
課
所
管
で
は
、
管
理
職
研
修
の
充

実
に
関
し
、
管
理
職
の
職
務
は
部
下
の
育

成
で
あ
り
、
部
課
長
研
修
を
さ
ら
に
進
め

る
べ
き
こ
と
。

　

税
務
課
所
管
で
は
、
市
税
の
過
年
度
分

の
徴
収
率
が
２
年
連
続
県
内
最
下
位
で
あ

る
こ
と
に
関
し
、
徴
収
率
向
上
に
全
力
で

取
り
組
む
べ
き
こ
と
。

　

市
民
協
働
課
所
管
で
は
、
モ
デ
ル
事
業

期
間
が
終
了
し
た
「
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
制
度
モ
デ
ル
事
業
」
の
百
万

円
の
助
成
に
つ
い
て
、
地
域
自
治
区
の
全

市
的
展
開
と
い
う
当
初
の
目
的
を
実
現
す

る
た
め
、
日
向
市
全
地
域
の
モ
デ
ル
と
な

る
よ
う
、
ま
た
助
成
金
に
依
存
し
な
い
、

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　　

  
平
成
24
年
度
の
決
算
審
査
か
ら

　

９
月
20
日
、
市
長
か
ら
平
成
24
年
度
決
算
認
定
の
議
案
16
件
が
追
加
提
案

さ
れ
、
提
案
理
由
説
明
の
後
、
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
の
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
９
日
間
の
議
案
熟
読
の
後
、
９
月
30
日
に
質
疑
を
行
い
、
各

常
任
委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
は
10
月
２
日
、

３
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
、
総
務
企
画
、
文
教
福
祉
、
生
活
産
業
建
設
常
任

委
員
会
の
３
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
を
受
け
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。　

  

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
24
年
度
決

算
認
定
７
件
で
す
。
採
決
の
結
果
、
７
件

中
、
第
５
号
・
第
13
号
・
第
15
号
の
３
件

は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
認
定
さ
れ
、
第

１
号
・
第
11
号
・
第
12
号
・
第
14
号
の
４

件
は
、
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
ど
も
課
所
管
で
は
、
保
育
料
の
収
入

未
済
額
・
不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
分
納
の
相
談
を
行
う
な
ど
個
々
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
収
納

率
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
総
務
課
所
管
で
は
、
老
朽
化
等
に

よ
り
建
替
え
が
必
要
な
日
向
中
学
校
・
富

高
小
学
校
・
細
島
小
学
校
の
３
校
に
つ
い

て
、
順
次
計
画
を
し
て
お
り
、
日
向
中
学

校
に
つ
い
て
は
平
成
26
年
度
か
ら
設
計
を

開
始
し
平
成
27
～
28
年
度
に
は
工
事
を
実

施
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
き
い
き
健
康
課
所
管
で
は
、
が
ん
検

診
の
受
診
率
向
上
に
よ
り
一
層
の
努
力
を

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

地
域
の
自
治
が
育
つ
よ
う
な
取
組
み
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。
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検
討
さ
れ
た
い
。

　

さ
ら
に
、
富
島
幹
線
用
水
路
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
本
施
設
は
、
農
業
用
水
は
も

と
よ
り
飲
料
水
の
幹
線
用
水
路
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
早
期
に
取
水
口
の
改
修
を
行

う
と
と
も
に
、
水
資
源
の
確
保
や
安
全
で

良
質
な
水
の
安
定
供
給
の
た
め
に
も
、
今

後
も
計
画
的
に
施
設
の
補
修
等
を
実
施
さ

れ
た
い
。

　

建
築
住
宅
課
所
管
で
は
、
今
後
、
対
象

家
屋
所
有
者
に
対
す
る
意
識
調
査
を
含

め
、
耐
震
化
が
進
ま
な
い
原
因
等
に
つ
い

て
分
析
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
改
修
に
必

要
な
費
用
負
担
等
に
対
す
る
財
源
措
置
に

つ
い
て
は
、
国
・
県
の
積
極
的
な
支
援
を

求
め
る
要
望
活
動
等
を
行
う
な
ど
の
取
組

み
を
強
化
し
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　8月末から、市民が野生サルに襲われ怪我をする被害が発生したため、市当局は、8月 31 日に野生
サル被害対策本部を設置し、全庁をあげて 24時間体制で情報収集やパトロールを行うなどの対策を講
じることとしました。
　そのような中、9月 9日～ 11 日に一般質問を行う予定で既に通告をしていましたが、相当数の職員
がサル対策に従事し、一般質問の答弁に関する打合わせ等が十分にできないことから、中止要請の申し
出が、市当局から議会に対して 2度にわたりありました。
　これを受け、議会運営委員会において慎重に協議した
結果、被害状況などから事態を重く受け止めるとともに、
対策に従事する職員に配慮して、中止を決定しました。
　なお、登壇を予定していた議員及び主な質問項目は、
次のとおりです。

　　　　　９月定例会における一般質問の中止について

9 月 8 日のサル一斉捕獲作戦には議員も参加

黒木　末人（政真会）
　◇ 高速交通網の開通に伴う観光行政について
　◇ 防災体制の強化について
　◇ 行財政改革について

荻原　紘一（日本共産党市議団）
　◇ 核兵器と原発、戦争のない平和な世界を
　◇ ＴＰＰ交渉に反対し、農林漁業と食糧を守る
　◇ どこに住んでもすみよい生活環境対策を

柏田　公和（改革クラブ結い）
　◇ 「地域防災力」の向上について
　◇ 「地域包括ケアシステム」について
　◇ 25 年度教育基本方針と校区見直しについて

黒木　高広（市政会）
　◇ 安心して待機出来る避難場所の整備について
　◇ 里道を利用した避難道路の確保について
　◇ 伊勢ヶ浜の砂の早急なる撤去について

黒木　金喜（市政会）
　◇ 市立東郷病院の建設について
　◇ 同報系防災行政無線について
　◇ 国道 327 号の整備促進について

三樹　喜久代（公明党市議団）
　◇ 犯罪の起こりにくい社会づくりについて
　◇ 動物愛護について
　◇ 乾シイタケの価格下落の現状と生産者支援

富井　寿一（社民・民主の会）
　◇ 全国学力テストについて
　◇ 『へべす』の更なるＰＲについて
　◇ 選挙投票率向上について

岩切　裕
　◇ 第 30 次地方制度調査会答申について
　◇ 「施設から在宅へ」の福祉施策推進について
　◇ 市庁舎更新における市民協働推進について

西村　豪武（改革クラブ結い）
　◇ 美々津の町並み保存の見直しと課題の取組み
　◇ 障がい者雇用・就労と社会参加活動の促進を
　◇ 入札制度の在り方と技術審査会規定の見直し

黒木　万治（日本共産党市議団）
　◇ アベノミクスで、景気や暮らしはよくなるのか
　◇ 消費税大増税について、反対をすべきだ
　◇ 高齢者肺炎球菌ワクチン接種に助成を

坂口　英治（公明党市議団）
　◇ ごみ収集業務の民間委託について
　◇ 公営住宅等長寿命化計画などの策定について
　◇ 障がい者虐待の現状と防止対策
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日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会要望活動

            　森林・林業・林産業活性化九州大会

１１月２９日 ( 金 )  本会議提案（開会）
１２月　９日 ( 月 )  本会議（一般質問）
　　　１０日 ( 火 )  本会議（一般質問）
　　　１１日 ( 水 )  本会議（一般質問）
　　　１２日 ( 木 )  本会議（一般質問）
　　　１３日 ( 金 )  本会議（議案質疑）
　　　１６日 ( 月 )  常任委員会
　　　１７日 ( 火 )  常任委員会
　　　１８日 ( 水 )  常任委員会　
　　　２０日 ( 金 )  本会議採決（閉会）
　　

◆  お問い合わせは日向市議会事務局まで  ◆
　　　  〒 883-8555　日向市本町１０番５号                     
　　　ＴＥＬ：（５２）８３４８
　　　ＦＡＸ：（５２）８１４８　
　　　　Ｅ－ｍａｉｌ：gｉｋａｉ＠ｈｙｕｇａｃｉｔｙ.ｊｐ

 本誌に掲載された質問や答弁など、詳しい内容をお知り
になりたい方は、会議録（11 月末発行予定）をご覧くだ
さい。会議録は議会事務局、市立図書館に備えています。
また、市議会のホームページでも、会議録の検索と閲覧
ができます。

次 回 の 議 会 日 程
（１２月定例会予定）

　　　　　◇◆  編集後記 ◆◇　

　

　日向市未来を拓く子ども議会

　8 月 21 日、日向市議会議事堂で ｢日向市未
来を拓く子ども議会｣ が開催されました。市内
の各小・中学校の代表である子ども議員 21 名
が、日頃の疑問や未来の日向市への夢や希望に
ついて、市長・教育長に質問を行いました。

　10 月 17 日、 福岡市において、 九州の森林・林産業活
性化促進議員連盟と林業関係者が一堂に会し、森林・林業・
林産業活性化と山村地域の振興を図るための大会が開催さ
れました。

　日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会では、8 月 1 日に
県北地区出先機関に、8 月 6 日に知事・県議会議長に、本圏
域の直面する緊急課題について要望活動を行いました。

宮崎県議会丸山副議長に要望書を手渡す

　朝夕日毎に涼しくなってきました。
　今定例会では、野生サルの出没により一
般質問が行われませんでしたが、これから
も市当局に対して、市民の皆さまの声をしっ
かりと届け、議会だよりを通じて伝えてい
きます。
　また、この度の噛みつきサルによる傷病
被害者 18 名の方々に心よりお見舞い申し
上げるとともに、捕獲に尽力された猟友会
を始めとする皆さまに議会としても敬意を
表します。

　　　　　　　　　　　議会広報特別委員会


